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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第２四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第２四半期 51,026 7.0 3,360 3.6 3,464 2.4 2,440 16.8

27年３月期第２四半期 47,682 1.2 3,243 △1.3 3,382 △1.2 2,089 △2.2
(注) 包括利益 28年３月期第２四半期 2,710百万円( 23.9％) 27年３月期第２四半期 2,188百万円( 0.3％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第２四半期 135.82 135.64

27年３月期第２四半期 116.62 116.34
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第２四半期 75,760 50,265 66.0

27年３月期 73,865 47,926 64.6
(参考) 自己資本 28年３月期第２四半期 50,035百万円 27年３月期 47,689百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 ― 16.00 ― 23.00 39.00

28年３月期 ― 19.00

28年３月期(予想) ― 20.00 39.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 106,112 8.1 7,274 2.6 7,463 1.7 5,006 9.2 278.32
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ― 社（社名） 、除外 ― 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (３) 会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期２Ｑ 18,020,673株 27年３月期 18,020,673株

② 期末自己株式数 28年３月期２Ｑ 34,197株 27年３月期 60,842株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期２Ｑ 17,970,966株 27年３月期２Ｑ 17,916,043株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループの主要事業が属するヘルスケア業界は、高齢者人口の増加を背景に、その市場は拡大傾向にあり

ます。需要は堅調に拡大し、成長分野として注目を集める一方、参入事業者も多く、地域における競合や価格競

争等も発生しております。

このような状況の中、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、コアセグメントである

「健康生活サービス」「調剤サービス」において前年同四半期比増収を達成し、過去最高を更新しました。

セグメント別の売上につきましては、「健康生活サービス」では、医療機関からのアウトソーシングを請け負

う病院関連事業や、介護用品のレンタルを行うシルバー事業においてレンタル売上が堅調に推移したほか、クリ

ーニング設備製造事業が好調であったことから、増収を達成しました。また、「調剤サービス」は、処方せん受

付回数の増加及び処方せん単価の上昇により増収を達成しました。

利益面につきましては、レンタル資材費の増加等、利益圧迫要因はあるものの、増収による利益増等により、

営業利益・経常利益が前年同四半期比増益となりました。

また、特別利益として訴訟関連の特別利益を計上したことなどから、親会社株主に帰属する四半期純利益につ

いても前年同四半期比増益となり、各利益ともに過去最高を更新しました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高510億26百万円（前年同四半期比33億44百

万円増、7.0％増）、営業利益33億60百万円（前年同四半期比1億17百万円増、3.6％増）、経常利益34億64百万円

（前年同四半期比82百万円増、2.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益24億40百万円（前年同四半期比3億

51百万円増、16.8％増）となりました。

　

[セグメント別状況]

① 健康生活サービス

病院関連事業及びシルバー事業において、レンタル売上が堅調に推移したほか、クリーニング設備製造事業

が好調であったことから、前年同四半期比増収となりました。利益面につきましては、レンタル資材費の増加、

営業力強化のための人件費等の増加はあるものの、増収による利益増等により前年同四半期比増益となりまし

た。

売上高 248億32百万円 (前年同四半期比 9億97百万円増、 4.2％増)

営業利益 20億86百万円 (前年同四半期比 1億62百万円増、 8.4％増)

② 調剤サービス

117 店舗の事業展開となり、当期２店舗、前期８店舗の新規出店効果及び処方せん単価の上昇により、前年

同四半期比増収となりました。利益面につきましては、薬剤調達コストが、前年同四半期において一時的に減

少した反動により増加したものの、増収による利益増等により、前年同四半期比増益となりました。

売上高 201億90百万円 (前年同四半期比 23億48百万円増、 13.2％増)

営業利益 18億20百万円 (前年同四半期比 1億10百万円増、 6.5％増)

③ 環境サービス

ビル清掃管理事業における新規契約獲得の一方、太陽光事業における商品売上の減少等により、売上高は前

年同四半期をわずかに下回りました。利益面につきましては、リースキン事業において新商品投入に係るレン

タル資材費の増加等もあり、前年同四半期比減益となりました。

売上高 58億97百万円 (前年同四半期比 4百万円減、 0.1％減)

営業利益 2億50百万円 (前年同四半期比 41百万円減、 14.3％減)
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末の738億65百万円から18億95百万円増加し、757億

60百万円となりました。これは、主に長期貸付金が17億15百万円増加したことが大きな要因となっております。

また、負債合計は、前連結会計年度末の259億38百万円から4億44百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末

は254億94百万円となりました。これは主に未払法人税等が3億26百万円増加したものの、未払消費税等が5億79

百万円減少したことが大きな要因となっております。

非支配株主持分を含む純資産合計は、配当金の支払いが4億13百万円あったものの、親会社株主に帰属する四

半期純利益24億40百万円を計上したことなどにより、前連結会計年度末の479億26百万円から23億39百万円増加

し、当第２四半期連結会計期間末は502億65百万円となりました。その結果、自己資本比率は66.0％（前連結会

計年度末比1.4ポイント増）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現段階で入手可能な資料に基づき平成28年３月期通期の連結業績予想を検討した結果、平成27年10月19日公表

の連結業績予想を踏襲いたします。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財

務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配

株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び

前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

これによる損益への影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,848 16,678

受取手形及び売掛金 14,506 14,695

有価証券 769 813

たな卸資産 4,425 4,336

繰延税金資産 784 769

その他 494 666

貸倒引当金 △150 △172

流動資産合計 39,678 37,787

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,922 9,694

機械装置及び運搬具（純額） 2,747 2,704

土地 8,522 9,595

その他（純額） 3,054 3,851

有形固定資産合計 24,245 25,846

無形固定資産

のれん 61 56

その他 651 623

無形固定資産合計 713 679

投資その他の資産

投資有価証券 5,439 5,797

繰延税金資産 545 555

その他 3,271 5,130

貸倒引当金 △29 △35

投資その他の資産合計 9,228 11,447

固定資産合計 34,187 37,972

資産合計 73,865 75,760
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,636 11,700

短期借入金 1,669 1,958

1年内償還予定の社債 194 181

未払法人税等 839 1,166

賞与引当金 1,379 1,425

役員賞与引当金 79 39

その他 5,095 3,889

流動負債合計 20,895 20,361

固定負債

社債 651 565

長期借入金 591 745

繰延税金負債 449 522

役員退職慰労引当金 282 287

退職給付に係る負債 1,374 1,419

その他 1,694 1,593

固定負債合計 5,043 5,132

負債合計 25,938 25,494

純資産の部

株主資本

資本金 8,108 8,108

資本剰余金 4,744 4,765

利益剰余金 33,510 35,538

自己株式 △67 △38

株主資本合計 46,295 48,373

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,388 1,657

退職給付に係る調整累計額 5 4

その他の包括利益累計額合計 1,393 1,662

新株予約権 16 7

非支配株主持分 220 222

純資産合計 47,926 50,265

負債純資産合計 73,865 75,760
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 47,682 51,026

売上原価 36,292 39,138

売上総利益 11,389 11,888

販売費及び一般管理費 8,146 8,527

営業利益 3,243 3,360

営業外収益

受取利息 16 25

受取配当金 39 52

その他 143 87

営業外収益合計 200 165

営業外費用

支払利息 36 30

その他 24 31

営業外費用合計 61 61

経常利益 3,382 3,464

特別利益

固定資産売却益 0 0

受取賠償金 － 266

その他 － 65

特別利益合計 0 332

特別損失

固定資産売却損 34 2

固定資産除却損 17 8

その他 16 1

特別損失合計 67 11

税金等調整前四半期純利益 3,315 3,785

法人税、住民税及び事業税 1,132 1,341

法人税等調整額 91 1

法人税等合計 1,223 1,342

四半期純利益 2,092 2,442

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,089 2,440
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 2,092 2,442

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 95 268

繰延ヘッジ損益 1 ―

退職給付に係る調整額 0 △0

その他の包括利益合計 96 268

四半期包括利益 2,188 2,710

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,185 2,709

非支配株主に係る四半期包括利益 2 1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 23,835 17,841 5,901 47,578 103 47,682 ― 47,682

セグメント間の内部
売上高又は振替高

18 0 170 188 1 190 △190 ―

計 23,853 17,841 6,072 47,767 105 47,873 △190 47,682

セグメント利益 1,923 1,709 292 3,926 30 3,957 △713 3,243

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△713百万円には、セグメント間取引消去18百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△732百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

健康生活
サービス

調剤
サービス

環境
サービス

計

売上高

外部顧客への売上高 24,832 20,190 5,897 50,919 106 51,026 ― 51,026

セグメント間の内部
売上高又は振替高

25 0 158 184 1 186 △186 ―

計 24,858 20,190 6,055 51,104 108 51,212 △186 51,026

セグメント利益 2,086 1,820 250 4,157 35 4,192 △831 3,360
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(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報提供事業を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△831百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△862百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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